
●「（仮称）第３期県立高校将来構想」策定の視点          資料５ 
 
１ 高校教育を取り巻く現状と課題 
  １ 本県高校教育改革の取組の成果と課題 

２ 高校教育を取り巻く現状 
 
 

２ 新たな県立高校将来構想の策定について 
  １ 策定の趣旨 

２ 構想の期間 
３ 構想の基本的な考え方 

 

３ 本県高校教育の目指す姿 
  １ 目指す人づくりの方向性 

２ 目指す学校づくりの方向性 
 

４ 高校教育改革の取組 

  １ 宮城の未来を担う人材の育成 

 

 

  ２ 少子化の中での高校のあり方 

 

 

 

 

 

  ３ 社会的ニーズに応じた高校、学科 

    のあり方 

 

 

 

 

 

  ４ 様々な入学動機や学習歴を持つ生 

徒への対応 

 

 

 

 

 

５ 将来構想の推進 
１ 将来構想の推進に向けた適正な進行管理 
２ 高校における教育施策の着実な推進 
３ 関係機関，関係団体等との連携 

○ 復興／地方創生で求められる人材の育成 
 ・復興後を支える人材の育成 
 ・地方創生の視点から地域を支える人材の育成 
  

○ 教育の機会の均等と適正な学校規模 
 ・学科選択の機会の確保 
 ・再編基準の考え方 
 ・部活動のあり方 
 ・少人数学級の検討 
 ・全国募集の検討  
○ 再編統合の方向性 
 ・学校配置の考え方 
 ・地区別の高校再編の方向性 

○ 学科／コース 
 ・普通科・専門学科の方向性 
 ・新たな学科等の設置 
  ・教育内容の充実  
○ 他機関との連携 
 ・大学等との連携 
 ・中学校等との連携（中高連携） 
 ・地域／家庭との連携 
 ・施設整備の方針 

○ 定時制／通信制の再編整備 
 ・定時制／通信制の状況 
 ・多部制単位制高校の設置 
 ・通信制の充実強化 
 ・夜間中学との連携 
 ・学び直しの視点からの検討  
○ 特別な支援を必要とする生徒への対応 
 ・高校における通級による指導 
 ・インクルーシブ教育システムの充実 


